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菓 論 叢 亙 句 馨 媛 杏 冷 東 回 に ② て 第 ま 馨 童 號 一 五 ・ ) 一 五 ・

其 れ は 、 此 等 種 々 な る 表 現 方 法 ご 匠 別 さ る バ 、 き 一 つ の 内 容 を 有 た ね ば な ら 漁 。 』

ハ

ニ 、 ご ご ろ が 高 畠 素 之 氏 の 諜 本 を 見 る ざ 、 之 に 相 當 す る 場 所 に 、 次 の 如 き 衣 句 が 世 か れ て あ る 。 、

『 .一 定 の 商 品 、 例 へ ば ] ク オ ー タ ー の 小 変 は 、 ル 畢 の 靴 墨 、 ノ 量 の 絹 、 ・ 、 量 の 金 、 約 し て 云 へ

ば 、 種 々 様 々 な 比 例 に 於 け る 他 の 商 品 ε 交 換 さ れ る 。 さ れ ば 小 変 は 、 軍 一 の 交 換 債 匝 の み を 有 す

る も の で な く 、 多 敷 の 交 換 僧 位 を 有 し て み る の で あ る 。 然 る に 箔 量 の 靴 墨 ば 、 少 量 の 絹 や 、 ウ 擢 量

の 歪 な ご ε 同 じ く 、 総 べ て 一 ク オ ー タ ー の 小 変 の 交 換 彼 位 で あ る か ら 、 琿 量 の 靴 墨 、 ノ 量 の 絹 、 . 、 量

の 歪 な ご は 、 互 に 置 換 へ 得 る 若 し く は 互 に 其 人 さ を 等 し う す る 交 換 儂 値 で あ ら ね ば な ら 諏 。 そ こ

で 第 一 に 斯 う 云 ふ 結 論 が 生 す る 。 即 ち 同 じ 一 商 品 の 、 有 紋 な る 諸 交 換 儂 値 は 、 一 箇 の 等 一 物 を 美

章 す ・る 。 然 る に 、 第 二 、 総 じ て 交 換 償 値 な る も の は 、 其 れ 自 身 ご 匪 捌 し 得 ら る 、 或 内 容 の 表 章 法

印 ち 「 現 象 形 態 」 π り 得 る の み で あ る 。 」

之 を 前 に 掲 げ た 私 の 諜 衣 ε 比 較 す る ε 、 真 庭 に は 署 し き 差 異 が あ る 。 し か し 其 の 或 者 は 痒 し 方

の 相 違 に 本 つ く 差 異 で あ る か ら 、 試 に 原 女 に つ い て 、 、 私 の 前 の 鐸 文 ε 同 じ 流 儀 で 之 を 澤 し か へ て

見 る ざ 、 そ れ は 次 の や う に な る 。

『 一 定 の 商 品 、 例 へ ば 一 ク オ ー タ ア の 小 変 は 、 躍 の 靴 墨 ご 、 叉 は ノ の 絹 ご 、 叉 は 」 の 金 等 ε 、

簡 輩 に 盲 へ ば 、 極 め て 種 々 な る 比 例 に お い て 他 の 諸 商 口 叩 ε 、 交 換 さ れ る 。 だ か ら 小 肇 は 、 唯 一 の
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交 換 儂 縦 の 代 b に 、 多 様 な る 交 換 償 疽 を 有 す る 。 け れ こ も ∬ の 靴 墨 も 、 ノ の 絹 も 、 β の 金 等 も 、

等 し く 一 ク オ ー タ ア の 小 変 の 交 換 償 直 で あ ろ か ら 、 多 の 靴 墨 、 夕 の 絹 、 β の 金 導 は 、 互 に 催 ざ 換

へ ら れ 得 る 、 ヌ は 互 に 同 じ 大 さ の 、 交 換 償 値 で め ら ね ば な ら 澱 。 だ か ら 第 一 に 次 の こ ご が 生 す る 。

同 一 の 商 品 の 亀 o σq 宴 ㎡ o 昌 明 留 目 穿 < 。 暮 o は 、 o ぎ O 匡 。 浮 ω を 智 巴 碁 o π o コ す る 。 ε こ ろ で 第 二 に は 、

O σ ① 昏 窪 鴇 に 、 交 換 儂 値 は 之 ざ 匠 別 し 得 ら る ＼ 一 の 内 容 の 島 。 〉 塁 締 9 す 黒 鼠 m ρ 臼 o こ 国 菌 冨 ぎ 旦 験 h .葺 . .

把 り 得 る の み で あ る 。 」

私 の 此 の 課 交 は 、 高 畠 氏 の そ れ よ り 可 い ご い ふ わ け で は 少 し も な い 。 だ だ 凋 逸 語 の 原 文 を 掲 げ

る 代 り に 、 成 る べ く 原 文 に 印 し て 寓 生 的 に 鐸 出 し た こ い ふ ま で で あ る 。 だ か ら 重 要 な 言 葉 は わ ざ

ξ 原 語 の ま ＼ に し て 憶 い π 。

高 畠 氏 の 用 ひ ら れ た 原 女 は 第 六 版 で あ る が 、 そ れ は 第 四 版 ご 全 然 同 じ も の で あ る 。 さ う し て 其

の 前 の 第 三 版 は 多 少 の 相 違 を 存 す る 筈 で あ る が 、 今 問 題 窪 し て る る 一 旬 に つ い て は 、 多 分 第 三 版

も 第 四 版 ε 全 く 同 じ で あ ら う ざ 思 ふ 。 ( こ の 短 篇 を 執 筆 す る 際 、 私 は 第 三 版 を 検 閲 す る 便 宜 を 有 た

な か っ た が 、 し か し 問 題 こ し て み る 一 句 に つ い て は 、 第 三 版 も 第 四 版 も 同 じ で あ ら う 、 ご 想 像 し

得 る 理 由 が あ る . そ れ は 後 に 述 べ る 。 )

三 、 ε こ ろ で 、 私 の 前 に 掲 げ た ヵ ウ ツ キ ー の 普 及 版 に あ る 文 句 ご 、 高 畠 氏 の 鐸 本 に 用 ひ ら れ 把 ・

資 本 講 中 或 ゐ 一 句 の 各 種 .版 本 に 心 け ろ 異 同 .ド つ い て 甥 + 大 極 ( 、第 . } 號 [ 五 一 ) 一 五 一

9
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'

血 = 3 監 ぬ げ 国 σ 一 Φ 中 O ∋ 岸 .

こ れ は 原 本 . 第 三 版 か ら の 翻 諜 で あ る が 、 更 に 原 本 第 四 版 に よ っ て ウ ソ タ ア マ ソ が 訂 正 増 補 し π

の

新 課 の 方 を 見 て も 、 此 庭 は 此 の ま ま に な っ て 居 り 、 且 つ 其 筈 は 総 て 、 高 畠 氏 の 課 交 ε 、 同 じ 内 容

の も の で あ る 。 こ の 原 本 第 . 二 版 か ら の 英 澤 が 、 第 四 版 か ら の 英 諜 ε 同 じ こ ε に な っ て み る ε 云 ふ

こ ε か ら 、 前 に 一 言 し て お い た や う に 、 原 本 の 第 三 版 ご 第 四 版 ご は 、 吾 々 が 問 題 こ し て み る 一 旬

に つ い て 、 恐 ら く 同 じ こ ε に 爲 っ て み る だ ら う ε 、 私 は 想 像 す る の で あ る 。

噛

四 、 つ ぎ に 和 蘭 澤 を 調 べ て 見 る 。 私 が 見 た の は 『 世 界 文 庫 」 ( ～ < 。 「 ① 国 国 σ ま 臣 ① 卑 ) に 牧 め ら れ て る

め

る 一 九 . 一 二 年 の 第 二 版 で あ る が 、 そ の 序 文 に よ る ご 、 翻 諜 の 壼 本 は 原 本 第 四 版 で あ b 、 從 て 高 畠

氏 の 鐸 丈 、 二 種 の 英 課 丈 等 ご 、 そ の 内 容 は 同 じ で め る 。

序 な が ら 、 此 等 の 諸 鐸 本 に お い て 、 原 文 の α 尾 σq 巳 け 団 σq 9 日 雲 。・ 島 器 「 8 は 何 ご 諜 出 し て あ る か ε 云

ふ に 、 蘭 繹 に は 伍 ① 鴨 匡 o 巳 。 ↓ ⊆ ヲ 毒 霞 O o p ざ し て あ り 、 英 課 に は 停 o く 呂 α 突 鼻 雪 『 - < 餌 一 月 頃 ε し て

め り 、 高 畠 氏 の 日 本 繹 に は 『 有 効 な る 諸 交 換 儂 値 」 ご し て あ る 。

五 、 ε こ ろ が 佛 蘭 　 四 澤 を 見 る ε 、 以 ⊥ 述 べ た 何 れ の も の ε も 相 違 し て 居 る 。 即 ち 次 の 和 ぐ で あ

る 。 ( 私 は 大 原 肚 曾̂ 問 題 研 究 所 の 久 留 間 學 士 が 同 所 の 藏 本 に つ い て 次 に 禍 ぐ る 一 文 を 報 道 し て 下 さ

っ た こ ε を 、 序 な が ら 弦 に 感 謝 す る ) 。

資 本 講 中 或 る } 句 の 各 種 版 本 に 魯 サ ろ 異 伺 収 つ 射 て 第 十 六 瑠 ( 第 一 號 「 玉 三 ) 一 五 三
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Une marchandise particuliere, un quarterou de froment, par exemple, s'echange dans les propor-

tions les plus diverses avec d'autres articles. Cependant sa valour d'echange reste immuable, de

quelque maniere qu'on 1'exprim°, en X cira;e, y soie, z or, et ainsi de suite. Elle dolt done avoir

un contenu distinct de ces expressions.

Y '~~'~u¢' ~<''"i 1 .\\'~C-~P~6`~`.~"~'  -~'~''~`Nt ~""~-0~~t~.'~%r~:~N' '~6`~Qcx~;;~~
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S,- -x ~. ,_" 
~~o~ 6i'~ "~-'~~I 1~RS:E'~.~,"="61=' +ScC+ ~' ,~,~^fi h ; ~ K'S~~4~1`~IC1=''~*41;~~-~'

~y~ y,~ ~Vid' Lll--~' ,41.*P'~~.1-'^P~~-`-~to,Q° ~i=R^''1~~~'~ ~~~~~~'~ 1 O~
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Eine einzclne Waare, ein Quarter Weizen z. S. tauscht sich in den verschiedenstEn Proportioned

mit andera Arti cola aus. Denno-h bleitt sein Tauschwerth unverandert, o6 in x Stiefelwichse, y Seide,
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N O 。 匡 F 。・ . 寿 . 営 招 a 為 。 耳 国 「 日 窃 。・ p ぎ 爵 Φ ・ < 2 舞 的 。 5 < 露 量 a 2 2 > 口 ω 畠 『 q 。 パ m 再 ① 肖 ㎝ 。 コ 昌 昌 峠 。 『 -

の O ゴ O 置 げ P 「 O 口 O O ゴ 巴 什 ゴ 曽 び O P

之 を 前 に 掲 げ π 高 畠 氏 の 日 本 鐸 、 英 繹 、 蘭 澤 、 乃 至 原 本 の 第 四 版 以 下 ( 第 三 版 を 含 め て 差 支 な か

ら ん ) ご 比 較 す る ご 、 そ こ に 甚 し き 相 違 が め る こ ご を 獲 見 す る 。 文 章 が す つ ε 簡 潔 に な っ て 居 る

上 に 『 同 一 商 品 の 讐 匡 σq 悲 話 交 換 債 億 は 等 一 物 を 表 現 す る 」 ご い ふ 旬 に 相 當 す る も の ン 痕 跡 だ も 無

い こ ε が 、 特 に 吾 々 の 注 意 を 惹 く 。

七 ・ な ほ 序 に 原 本 の 第 繍 を 見 る ε ・ ( 大 群 會 問 題 研 究 所 の 所 賊 本 に よ る 、 私 は 此 の 黙 に つ い

て も 之 を 激 へ て 下 さ っ だ 久 留 間 學 ⊥ ⊥ に 甚 だ 戚 謝 の 意 を 表 す る ) 、 そ れ は 次 の 如 く な っ て み る 。 〔 ア ン

ダ コ ラ 4 ソ な 施 し た 所 に 、 原 女 に 睾 寒 明 草 、 あ ろ 部 分 〉

国 器 。 ぎ N 。 冒 。 乏 鎚 「 9 ・ 一 語 ◎ 話 「 琶 を 晋 Φ 5 N ・ しd ・ 斤 p・ = ・ ・ 9 『 【 3 ぎ 鮎 撃 隠 § ミ 鴨 惑 婁 § ミ も 、 賦 腎 ミ 轄

巨 庁 畳 詩 話 》 三 富 ぎ 署 u ・ ' O Φ 目 o 葺 匡 o 回 三 巴 冒 同 窓 ㎝ ∩ 罫 ・ o 「 昏 § N - 豊 昏 誌 懸 鼻 o げ 5 × し∩ 留 置 鼠 9 ω 9 団

Q n 。 己 ρ N ■ O 。 = o . 。 。 「 ≦ . 窪 。・ ㈹ 巴 三 。 葬 中 日 暴 。。 巴 。。 。 く 。 ⇒ 集 塁 8 ψ 。 ぼ 2 く 窃 。 同 ・ [ 亀 8 窪 版 暮 § 寒 h § ミ 遣

.

; コ 審 「 ⑳ O げ 同 O 匹 σ 国 「 切 O 冒 ■

即 ち 第 一 版 ざ 第 二 版 ε 相 違 し て み る 所 は 、 た だ 最 後 の 　 旬 が 、 第 一 版 で は 『 だ か ら 其 れ は 、 其

の も の ＼ 此 等 種 々 な る 表 現 方 法 電 匠 別 さ れ ね ば な ら 諏 」 ε な っ て 居 り 、 第 二 版 で は 其 れ へ 「 内 容 し ・

資 本 輪 中 或 ろ 一 偏 の 各 種 版 本 に 誉 9 る 異 同 に つ い て 翻 + 大 藩 ( 第 一 號 「 五 五 ) ] 五 五

8)
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6ア
,S
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.
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資 木 講 中 或 ゐ 一 旬 の 各 種 版 本 に む げ ゐ 異 同 に つ い て 第 + 六 巻 ( 第 一 號 一 五 六 ) 】 五 六

の 語 が 追 加 さ れ て 、 「 だ か ら 其 れ は 、 此 等 種 々 な る 表 現 方 法 ざ 匠 別 さ る べ き 一 つ の 内 容 を 有 た ね

ば な ら ぬ 」 ε な っ て み る だ け の 事 で あ る 。

・( 、 そ こ で 最 後 に 翻 っ て 、 此 の 拙 稿 の 冒 頭 に 掲 げ た ヵ ウ ッ キ ー の 版 本 巴 原 本 第 二 版 芯 を 比 較 し

て 見 る ε 、 多 分 同 じ で あ ら う ε 思 つ .た 私 の 豫 期 に 相 違 し て . 些 細 な 黙 に つ い て で は あ る が 、 そ こ

に 若 干 の 差 異 が 獲 見 さ れ る 。 即 ち 原 本 第 二 版 に は の 同 旨 。 ぎ N 色 ま 毛 鑓 希 ε 書 き 出 し て あ る 部 分 ( 佛

鐸 に q 器 日 程 o 鼠 巳 「 器 嚇 答 「 2 羅 「 o ご な っ て 居 る 部 分 ) が 、 カ ウ ソ キ ー 版 で は ① ぼ Φ σ ① ㎝ o 星 卑 Φ ≦ p 「 o

( 他 の 版 本 で は 〇 一 器 αq o を 誘 Φ ≦ 9 「 ε だ な っ て み る 。 又 原 本 第 二 版 に は 中 o ℃ o a o 口 自 ( 佛 諜 も 同 様 )

ε い ふ 文 字 や 〉 三 π 匹 ( 佛 諜 も 亦 た 同 様 ) ご い ふ 文 字 が 使 っ て あ る の に 、 カ ウ ツ キ ー 版 で は 其 れ が

く 。 H 露 一 量 器 。 ε な り 果 た 薫 舞 。 ε な っ て 居 る 。 そ れ か ら カ ウ ツ キ ー 版 で は 「 例 へ ば 二 十 ボ ン ド の

靴 墨 ε 、 叉 は 二 王 ツ レ の 絹 ε 、 叉 は 年 功 ソ ズ の 金 等 ご 」 ビ し て あ る 所 が 、 原 本 第 二 版 で は 全 く 落

ち て 居 b 、 そ の 代 り カ ウ ツ キ ー 版 で 『 一 ク オ ー タ ア の 小 姿 の 交 換 律 疽 は 、 靴 墨 で 、 絹 で 、 又 は 金

で 表 現 さ れ て も . 依 然 攣 り は な い 」 ε し て め る 所 が 、 原 本 第 二 版 で は 『 そ の も の 、 交 換 償 値 は 、

藩 の 靴 墨 、 ノ の 絹 . . 厚 の 金 等 で 表 現 さ れ て も 、 依 然 翼 り は な い 」 ` な っ て み る 。 此 等 の 差 異 は 、

事 の 内 容 に 殆 ざ 何 等 の 關 係 を 看 た 諏 の で あ る が 、 只 だ 私 は 、 カ ウ ッ キ ー の 普 及 版 が 原 本 第 二 版 ε

も 可 な b 相 違 し て み る ε 云 ふ こ ど の 一 例 ε し て 、 此 等 の 黙 を 指 摘 し て 置 く だ け の 事 で あ る 。



.

、

其 筈 異 同 の 意 義 .

以 上 を 以 て 私 は 各 種 の 版 本 に 見 は れ た 異 同 を 明 か に し た 禎 b で あ る 。 仍 て 以 下 簡 輩 に 、 こ の 一

句 の 攣 邉 の 上 に 現 は れ た 意 義 井 び に 各 種 版 本 の 債 値 を 略 述 し て 、 こ の 短 篇 を 終 ら う ε 思 ふ 。

一 、 第 ㎝ 版 及 び 第 二 版 は 吉 ふ ま で も な く マ ル ク ス 自 身 の 書 い た も の で あ る か ら 、 本 文 に 疑 の め

り 得 る 筈 は な い 。 さ う し て 第 一 版 ・た 第 二 版 ご の 相 違 、 即 ち 第 一 版 に は . 商 品 の 交 換 償 値 は 其 の 種

々 な る 表 現 方 法 £ 歴 別 さ れ ね ば な ら 漁 ε し て あ る 斯 が 、 第 二 版 で は 、 商 品 の 交 換 横 笛 は 其 の 種 々

あ も

な る 表 現 方 法 ご 匿 別 し 得 ら る ＼ 一 の 内 容 を 有 た ね ば な ら 漁 ε 偶 っ て み る 番 い ふ こ ε は 、 マ ル ク ス

が 交 換 償 値 ξ 僧 櫨 ご を 匪 捌 し 、 前 者 を 以 て 後 者 の 「 現 象 形 態 」 ε な す ε い ふ 趣 意 が 、 改 版 に 際 し

た へ

よ り 明 か に な っ て み る こ 蓬 を 意 味 す る も の で あ る 。

ゆ

二 、 第 二 版 の 次 に く る も の は 佛 繹 で あ る が 、 こ れ は 前 に 述 べ た 如 く 、 第 二 版 蓬 略 ぼ 同 じ で あ る

コ

か ら 、 別 に 問 題 は な い 。 た ∫ 藪 に 注 意 す べ き こ ご は 、 マ ル ク ス 自 身 が 生 前 に 眼 を 通 し た も の は 、

.こ の 佛 鐸 を 以 て 終 b ε す る ご 云 ふ こ ご で あ る .

一 昌 、 ε こ .う が 第 　 三 板 に な る ・ し ( 第 三 版 は 前 に 述 一 、 た 理 由 に よ り 、 第 四 版 以 下 の も の 、し , 藪 に 問

題 ε し て み る 部 分 に つ い て は 、 全 く 同 ] だ こ 推 定 す る 、 ∀ そ こ に 甚 し き 相 違 が 現 は れ て 來 る 。 そ の .

資 木 輪 中 或 る 一 句 の 各 糠 版 本 に 騒 げ る 異 同 に つ い て 第 十 六 巻 ( 第 一 號 「 五 七 ) . 一 五 七 '



資 本 輪 中 或 皇 旬 り 各 種 版 本 罫 げ ろ 異 同 に つ い て 第 + 六 巻 秀 一 號 一 五 入 ) 至 八

一 は 、 第 二 版 に は 、 商 品 め 交 換 債 値 は 『 其 の 種 々 な る 表 現 方 法 堂 雁 刑 し 得 ら る 、 一 の 内 容 を 有 把 ね

も へ

ば な ら 鍛 」 ξ し て あ る 所 が 、 第 三 版 で は 、 『 総 じ て 交 換 債 値 は 之 ε 匠 別 し 得 ら る 、 一 の 内 容 の 表 現

ゐ ヘ ヘ ヤ ロ ロ ヤ ら へ

方 法 、 現 象 形 態 π b 得 る の み で あ る 」 ε な っ て み る ε 云 ふ こ ε で あ る 。 交 換 償 値 を 以 て 横 笛 の 現

象 形 態 に 過 ぎ ず ε な す 思 想 が 、 第 二 版 よ り も 更 に . 一 層 明 白 に な っ て み る 。 第 二 版 ご 第 三 版 揚 間

し サ

に お け る 著 し き 相 違 の 第 二 は 、 第 三 版 に お い て 、 第 二 版 に は 全 く 無 か っ た ε こ ろ の 『 同 = 間 品 の

σq 三 ユ ㈹ な 諸 交 換 償 値 は 、 一 の 等 一 物 を 表 現 す る 」 ε い ふ 文 句 が 畿 見 さ れ る こ ε で め る 。 こ の 旬 に

お い て 特 に 吾 々 の 注 意 を 惹 く こ ` は 、 交 換 領 値 の 上 に σq ロ 三 ⑳ な る 形 容 詞 が 添 附 さ れ て み る こ ・し で

め み Q 私 は 此 の 唱 ぼ σq な る 語 に 含 ま さ れ た マ ル ク ス の 真 意 を 的 確 に 理 解 す る こ ご が 出 來 な い か ら 、

リ モ へ

わ ざ ご 日 本 語 に 鐸 し な い の で あ る が 、 し か し 其 の びq O ま 。q な 交 換 債 瞳 ご い ふ の が 有 ら ゆ る 現 實 の 交

換 儲 位 を 意 味 し な い こ ご だ け は 明 か で め る 。 マ 川 ク ス が 藪 で 第 一 、 第 二 ご 列 羅 し て み る 文 句 の う

り ヤ マ

ち 、 第 一 の ξ こ ろ 、 即 ち 種 々 な る 交 換 償 値 が 一 の 等 一 物 を 表 現 す る 乙 吉 っ て み る 所 で は 、 交 換 償

.値 の 上 へ 特 に m 巴 瓦 σq な る 形 容 詞 を 用 ひ 、 之 に 続 い て 第 二 の ご こ ろ 、 即 ち 交 換 償 値 は 之 ご 匿 別 し 得

ら る 、 一 の 内 容 の 現 象 形 態 起 り 得 る の み ε 言 っ て み る 所 で は 、 そ の 交 換 償 値 を ば 鷺 霞 αq な る 形 容

詞 で 限 定 す る こ ご の 代 り に 、 却 て ま ① 魯 碧 隣 に ε 育 っ て る る の は 、 恐 ら く 偶 然 の 蓮 ひ で は あ る ま い 。

　 　 つ も りロ も

彼 れ の 意 見 に よ れ ば 、 あ ら ゆ る 現 實 の 交 換 償 値 は 之 ビ 旺 別 し 得 ら る 、 一 の 内 君 ( 即 ち 彼 れ の 所 謂



。
1ゴ

リ レ サ レ 　 カ レ か か や い

質 置 ) の 現 象 形 態 で あ る が い 同 一 蔚 晶 の あ ら ゆ る 現 實 の 諸 交 換 債 櫨 が 】 の 等 一 物 ( 即 ち 同 じ 大 さ

σ 僧 位 ) を 表 現 す る の で な く 、 そ 似 然 る こ ご を 得 る の は 同 一 商 品 の 諸 工 の 交 換 償 値 の う ち 讐 三 ㈹

な も の に 限 ら れ る の で め る 。 何 故 さ う で な け れ ば な ら 滋 か ご 云 ふ こ ご の 理 由 は 、 勿 論 真 庭 で は 明

瞭 に さ れ て み な い け れ こ も 、 私 は 彼 が 此 の 場 合 、 『 輩 な る 商 品 」 〔 資 本 家 的 商 品 に あ ら ざ る も の ) を 眼

中 に 置 き つ 、 あ る も の ご 湾 へ る 、 さ う し て 彼 が 此 庭 で 讐 蜀 αq な 変 換 償 億 ξ 謂 っ て み る の は 、 『 人 類

全 禮 の 立 場 が ら 見 て 互 に 交 換 さ れ 得 る 慣 値 」 ε い ふ ほ こ の 意 味 だ ε 解 す る 。 そ の 事 は 拙 著 . 『 肚 會

問 題 研 究 」 第 四 十 冊 〔 大 正 十 一 年 十 二 月 蛮 行 ) に お い て 詳 述 し て 置 ℃ た か ら 、 藪 に は 繰 返 さ な い 。

私 は 第 三 版 以 後 に 現 は れ て る る 新 た な 文 句 の 意 味 を 、 大 盤 以 上 の 如 く に 解 繹 す る 。 し か し 此 の

第 三 版 以 下 の 文 句 が 果 し て 思 量 に マ ル ク . ス の 意 志 を 傳 へ て る る か 伺 う か に つ い て は 、 多 少 の 疑 が

な い で も な い 。 何 故 ビ い ふ に 、 第 三 版 は マ ル ク の 死 後 エ ン ゲ ル ス の 公 に し た 改 訂 版 で 、 マ ル ク ス

ス が 生 前 に 眼 を 通 し 得 な か っ た も の だ か ら で あ る 。 町 ル ク ス は 一 八 八 三 年 の 三 月 十 四 日 に 永 眠 し

π 。 さ う し て エ ソ グ ル ス は 、 同 年 十 一 月 七 日 の 目 附 を 以 て 、 資 本 論 第 三 版 の 序 に 次 の 如 く 述 べ て

.ゐ 鳥

『 マ ル ク ス は 最 初 、 第 一 巻 の 本 文 を 大 部 . 分 に 亘 っ て 書 き 換 へ 、 理 論 方 面 に 關 係 し た 数 箇 の 黙 を

一 層 鋭 く 言 ひ 現 は し 、 新 紀 に 数 箇 の 黙 を 追 加 し 、 更 に 歴 史 上 及 び 統 計 上 の 材 料 を 最 近 の 分 ま で

資 本 論 中 或 る 一 句 の 各 種 版 本 に み け ろ 異 同 に つ い て 第 + 六 巻 ( 第 ] 號 一 五 九 ) 一 五 九

、
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'

「 資 本 講 中 或 ろ = 刎 の 各 種 版 本 に 蕎 け ろ 異 同 に つ い て . 第 十 六 巻 ( 第 「 號 「 六 〇 ) 一 六 〇

補 足 し ゃ う ε 目 論 ん で み た 。 所 が 彼 れ の 病 気 ご 第 二 巻 の 編 輯 締 切 b の 切 迫 こ は 、 遂 に 彼 を し て

此 の 最 初 の 企 圓 を 断 念 せ し め π 。 そ こ で 已 む を 得 す 、 最 も 切 要 な 黙 だ け を 墜 更 し 、 叉 た 當 時 . 登

行 さ れ た 佛 蘭 西 版 の 中 に 既 に 含 ま れ て み る 、 藪 箇 の 補 遺 の み を 新 た に 挿 入 す る ご 云 ふ こ ε に な

っ た 。 … … 彼 れ の 遺 稿 中 に は 、 彼 が 所 々 訂 正 し 、 ま た 佛 蘭 . 西 版 に 参 照 を 施 し た 濁 逸 板 も 一 部 あ っ

た 。 同 様 に ま た 、 利 用 す べ き 箇 所 も 精 密 に 印 し づ け た 佛 蘭 西 版 も 一 部 あ っ た … … … 」 。

エ ソ ゲ 川 ス は 此 等 の 材 料 を 根 撮 ε し て 、 第 三 版 の 上 に 訂 正 を 施 し た の で あ る 。 だ か ら 真 庭 に 若

干 の 懸 念 が 置 か れ 得 な い こ ε も 無 い の で あ る 。 し か し エ ソ グ ル ス は 同 じ 序 文 の う ち に 、 『 此 の 第 三

版 に お い て .は 、 原 著 者 み つ か ら 確 か に 其 れ を 愛 更 し た で あ ら う ε 予 に 信 せ ら れ 漁 箇 所 は 、 一 語 た

b ε も 愛 更 さ れ て は 居 ら 諏 』 ε 言 っ て み る か ら 、 大 艦 に お い て 安 心 し て 差 支 め る ま い ど 思 ふ 。

四 、 英 鐸 及 び 蘭 鐸 は 、 吾 々 が 問 題 こ し て み る 一 句 に つ い て は 、 原 本 第 三 版 以 下 ε 同 じ で あ る か

ら 、 別 に 問 題 は な い が 、 た だ 近 頃 公 に さ れ た カ ウ . ツ キ ー の 版 本 が 、 以 上 の 何 れ ε も 相 違 し て み る

.こ ` は 、 果 し て 如 何 な る 理 由 に 本 つ く の で あ ら う か P ・ そ れ は 私 に は 十 分 に 解 り 兼 ね る が 、 只 其

ゆ が 原 本 の 第 一 版 又 は 第 二 版 に 飴 程 近 づ い て み る 所 を 見 る ε 、 マ ル ク ス が 第 一 版 ( 或 爵 第 二 版 ) の

原 本 に 母 ソ で 訂 正 を 施 し て 置 い た も の を 、 利 用 し た の で は 無 い か ε 思 は れ る 。 カ ウ ツ キ ー が . 其 の

普 及 版 の 晶 剛 直 に 池 ㎡ 、 て る る 所 一 に よ れ ば 、 原 本 の 一 弟 三 瓶 に マ ル ク ス が 筆 を 入 れ て 置 い た も の ( 理 乱



・

賜

も カ

.　 御 匙 耽 曾 黙 の 藏 本 ε な っ て み る も の ) を 見 る ご 、 エ ソ ゲ 曜 ス は マ ル ク ス の 手 書 を 叢 《 利 用 し て は み

な い ご 云 ふ こ ご だ が 、 し か し 今 問 題 ε し て み る 旬 に つ い て は 、 エ ン ゲ ル ス の 訂 正 版 の 中 で 重 要 な

攣 更 が 施 さ れ て あ る の だ か ら 、 此 の 部 分 は エ ン ゲ ル ス が マ ル ク ス の 手 書 を 十 分 に 利 用 し な か っ た

所 だ ε は 推 定 し 難 い 。 そ れ な ら カ ウ ツ キ ー の 板 本 は 何 に 擦 っ た も の だ ら う か ご 考 へ て 見 る に 、 彼

が 同 じ 前 燈 の う ち に 言 ふ 所 に よ れ ば 、 猫 逸 祉 會 窯 の 藏 本 中 に は 、 マ ル ク ス の 第 二 版 の 書 き 入 れ 本

も も も じ

の 外 に 、 第 一 版 の 書 き 入 れ 本 で 、 足 れ ま で の 版 に 全 く 顧 ち れ な か っ た も の が 、 今 . 一 冊 あ っ て 、 そ

れ に は 『 マ ル ク ス が 書 き 話 し て お い π 種 々 な 鍵 更 及 び 増 補 」 が 獲 見 さ れ る が 、 自 分 は 其 れ を も 利 用

し た ε し て あ る が ら 、 私 は 多 分 そ の 第 一 版 の 書 き 人 れ 本 が 1 問 題 の 一 旬 に つ い て は 一 丁 度 カ

ウ ツ キ ー 版 の や う に な っ て み る の で は 無 い か ご 思 ふ 】 し か し 之 は 軍 純 な 推 測 で あ っ て 、 確 な こ ざ

は ベ ル ソ ソ へ 出 か け て 耐 會 黛 の 文 庫 を 見 せ て 貰 は ね ば 分 ら ぬ の で あ る 。

之 を 要 す る に 、 私 が 問 題 に し π 一 旬 が . 各 種 の 版 本 を 通 じ て 斯 様 に 種 々 の 異 同 を 呈 し て み る ε

ヘ へ

云 ふ こ ご は 過 マ ル ク ス が 此 の あ た り の 説 明 を 最 後 ま で 氣 に し て 居 b 、 自 分 の 考 が ま だ 十 分 に は つ

も も も エ カ り

き b し な い ε か 叉 は そ の 吉 口 ひ 現 し 方 が 十 分 に は つ き り し て み な い ご か 思 っ て み た 謹 糠 こ な り 得 る

の で あ っ て 、 甚 し く 些 細 な こ ε で は あ る が 、 弘 仁 ご つ て は 相 當 興 味 あ る こ こ に 戯 ぜ ら れ た 鐸 で あ

る 。

資 本 講 中 或 る 【 句 の 各 種 版 本 に 掛 け ろ 異 同 口 つ い て 第 「 六 巻 ( 第 … 號 " = 八 一 ) = 2

. .」


